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令和６年９月 20日（金） 

立川市立第一小学校 

PTA 会長 名取雄太 

 

 

一小 PTA 運営委員会だより 
令和６年９月１３日(金) zoom によるオンライン 

運営委員会とは一小ＰＴＡ本部が主催し、学校の先生・各クラス役員 ・地区委員が出席する、保護者と学校の代表委員です 

 

1. 挨拶 

＜名取会長＞  

皆さん、こんにちは。第３回運営委員会にお集まりいただき、ありがとうございます。まずは、学校公開お

疲れ様でした。先生方はありがとうございました。どのクラスも落ち着いて授業をされていると思いました。

私は６年生の「租税教室」を見させていただきましたが、クラスの生徒のお父様など身近な方が教えて下さ

り、とても馴染みやすい授業で楽しくお話を聞かせていただきました。外部の方がいらして教えていただくこ

とは、とても良いことだと感じました。 

その後に、１年生と２年生の PTA 学年行事にも参加致しました。１年生の父母の方々によるコンサートの芸

術系、２年生は長縄とびの体育系と真逆の内容でしたが、どちらも大人も子供も楽しめるイベントでした。小

さな機会ではありますが、親子で楽しめるようなイベントをこれからも企画していけたらと思います。 

今回の運営委員会では重い話題がいくつかありますが、１５５周年についてや今後の PTA の在り方も話し合

えたらと思いますので、皆さん、いろいろなご意見をいただけたらと思います。よろしくお願いいたします。 

 

＜榊原副校長先生＞  

こんにちは。本日は学校公開へのご参加、ありがとうございます。多くの方にお越しいただき子供たちの様

子を見ていただき、本当にありがたいと思っております。とても暑い日になってしまい、ガラス窓が多い為、

冷え方がよくない場所もあり、汗をかきながらご覧になっている保護者の方もいらして、申し訳ない想いでい

っぱいでした。子供たちのいる教室の中は比較的気温が保たれておりますが、何かお気づきの点がございまし

たら教えてください。宜しくお願い致します。 

さて、２学期が始まりましたが、９月２日の始業式では子供たちがとても立派に始業式を終えられ、良いス

タートが切れました。始業式のために体育館へ移動する際、上級生が下級生に道を譲る姿が見られ、感動いた

しました。それほど、夏休みに充実した時間を過ごし、また学校で頑張ろうという気持ちで登校してくれたの

だなと感じています。 

ただ、２週間が経ち、咳が止まらなかったり嘔吐してしまったりと、体調不良のお子さんが出てきています。

よく寝て、よく食べて、無理をしないで少しずつ前に進むような形で過ごしてくれたらなと思います。学校の

方では一人一人をよく見て、それぞれの子に合わせて声がけをしていきたいと思います。２学期では運動会や

音楽会と大きな行事が続きますが、子供達には多くの人と関わり協力し合い、一つのことをやり遂げる喜びや

楽しさを学びながら、一つずつ能力を高めていってほしいと思います。今、徐々に運動会の踊りの指導が始ま

り、とても楽しそうに取り組んでいます。休み時間にも練習する姿を見かけ、2 年生ではフラフープを使うので

すが、それで筋肉痛になるほど頑張っているようです。ぜひ、仕上がりを楽しみにしていてください。また、

PTA の皆様には運動会でご協力いただくことが様々ございますが、2 学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 



2 

 

＜春原主幹教諭＞  

こんにちは。いつもありがとうございます。本日は学校公開でしたが、私は授業がなかったので校内を回ら

せていただきました。6 年生の租税教室もですが、3 年生の「食育」の授業も東調理場から栄養士の方がみえ

て、子供たちに指導をしてくださいました。今日は図工の授業が多く、１，２年生は担任が、3 年生は講師の方

が授業をしてくださり、子供たちが楽しそうに授業を受けていたのを見ることができ、とてもよかったと思っ

ています。 

今日いらしたお母様お父様は窓に絵が描かれていることにお気づきになられたと思いますが、立川市の図工

の研究授業で 6 年 2 組の児童が描いてくれたものです。「窓を活かして描く」というもので「見る」視点から

背景と重なって見えることなどを考え、工夫しながら描きました。クロームブックで写真を撮り、説明を書く

のを 5 時間目にしましたので、ご家庭で見ていただけたらと思います。6 年 1 組は入れ替わりで描く予定なの

で、楽しみにしていてください。 

本日、学校公開では平日の暑い中にもかかわらず４７９名の保護者の方がお見えになってくださり、本当に

ありがとうございました。榊原副校長からも話がありましたが、子供たちは表現運動の練習を始めておりま

す。「先生見て、見て！」と踊ってくれたりと、休み時間も取り組んでいますので、私たちも子供たちの体調

を管理しつつ、当日を楽しめればいいなと思っておりますので、2学期もよろしくお願いいたします。 

 

2. 経過 

７月 25日 小 P連 教育部課長懇談会（会長出席） 

７月 28日 一中校区小中 P 連 ふれあいコンサート（本部役員） 

８月 17日 本部役員会 

９月６日   小 P 連 役員会（会長出席） 

９月 13日 小 P連 運営委員会（会長出席） 

 

3. 議題 

（1） 小 P 連 研修会、教育部課長懇談会について（報告） 

  ◇小 P連 研修会では各校の役員選考や運営の状況を報告や共有、相談をした。 

   ・若葉台、十小は“サポーターズ“という会が PTA に代わり発足されたが PTA のサービスを受けられな

い、困りごとの相談先が不明である、他校との横のつながりが持てないなどデメリットがある。 

   ・PTA の意義や活動内容が伝わりきっていないことが、どの学校も課題である。会長や学校からの保護

者へのメッセージが重要か。 

→LINE のオープンチャットで情報共有をしている学校もあり、一小でも検討したい。他にも、チラ

シの作成、会長からのメッセージも検討する。 

・中には「PTA は学校に子供を預けている保護者の義務」であることを伝え、多くの協力を得ている学

校もあり、時代には逆境するが強い主張も必要と感じた。 

→PTA が無くなると学校の負担が増えることを学校側から、“PTA があることのメリット”として発

信してもらえると効果がある可能性があるのでは。校長先生へ相談を検討する。 

→やりがいを伝える情報発信も必要。以前、一小の手紙を書く授業で児童から PTA へ感謝のお手紙

があり、とてもやりがいを感じる内容だった。 

 

◇教育部課長懇談会では、PTA へ期待することを聞いたり、PTA 連合会からの要望を伝えたりした。以

前、PTA連合会からの要望でGoogleフォームでの欠席連絡の運用を実施し好評だったため、令和８年度

のシステム更改予定に向けて、個人の連絡機能の拡充を検討している。 

 PTAに期待しているのは、市と保護者のつなぎ役、学校への支援・意見、地域活動への協力。 
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 また、一小からは、新しく始まった“くるプレ”や給食への意見が保護者から出ていたので、提出した。 

 

（2） 155 周年について 

＜イベント＞バルーンリリース 

・日時：11月２日午後 一小まつりの締め（※雨天時はバルーンをお土産に） 

・業者：㈱サンブレーン 

・費用：10万円程度 

・体制：業者受入れ２～３名、風船配り 10 名以上（当日、ボランティア呼びかけ） 

＜プレゼント＞ 

・検討中。筆記用具の鉛筆、定規など？ →今後役員で探して決めていく 

・予算：20万円程度（＝児童一人 400 円程度）？ 

＜その他＞ 

・その他、盛り上げられるイベントを考えたい。 

→例えば学校行事の中で１５５周年の文言をどこかに入れてもらうなど、各イベントで取り入れることを

考えることを学校とも話をした。学校公開での窓の絵も参考にしたい。 

 ＜予算案＞ 

 ・教育支援費（予算額約 33 万円）の活用を想定 

 

（3） 入会手続きについて 

 ＜現状＞ 

  入会の手続きはなく自動加入。退会の申出があった世帯にのみ退会届の提出を求めている。 

  任意入会についての説明は学校説明会の資料の一行書いたのみ。 

＜運営委員会での意見＞ 

 ◇入会手続きの方法 

案１）全員に意思確認をする（方法：紙、フォーム、アプリ） 

案２）自動入会として説明はしっかりしつつ、非入会の方のみ連絡をもらう 

案３）その他 

 

・案１が確実に意思確認可能な方法ではあるが、役員の集計作業負担が増え、提出しない家庭も出てくるた

め、選択のハードルは高い。 

・入会率が高い状況では、事務負担のことを考えると案２が合理的ではないか。 

→PTAは保護者が片手間でやっていることもあり、これ以上一部の人だけに負担を増やすこと 

を避けるため、案２の方針としつつ、今までよりも入会は任意であることを伝えていく。 

 

（4） 役員選出方法について  

 ＜現状＞ 

 ・児童一人につき 6年間で一回は役員をやる、というのを基本としている。  

 ・立候補者がいない場合に、未経験者からくじで決めているが、くじで決まった人からの不満が出やすく、

くじを行う学年委員の負担も大きい。 

・役員負担が、ＰＴＡへの忌避感の最大要因 

 ・やりたい委員や得意な役割に当たれるとは限らずミスマッチが起こっている。 

・人数を減らすと役員になった人の負担は増える（今年度の課題） 
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 ＜運営委員会での意見＞ 

・児童数に合わせて役員数を調整しているため、児童１人に対して一回は目安として残す方針とする。（強

制とはしないため、くじ引きはしない。） 

→やってみるまでは不安があったが、負担よりも横のつながりが増えたことや、子供たちの楽しんでい

る様子を間近に見ることができるので、やってみて良かった部分が大きい。 

→学校とのつながりが増えることは良いことだが、市役所とのやり取りは平日の仕事を休まなければな

らないこともあり、作業を分散するなど負担を減らしていかないといけない。 

・事前にアンケートをとり、ある程度事前に把握しておくのはどうか。 

→何度も聞く手間にならないよう、第二希望まで回答してもらう。 

・クラスの偏りを気にせず選定することも検討する。 

→特にスキルを必要とする広報は事前に聞くことが必要に感じる。クラス関係なく、くじ引き以外の方

法で募らなくては仕事の割り振りの偏りが出てしまう。 

→スキルがないと難しい作業もあるが、やってみて意外と適性があることを発見したり、新しい知識が

身につくきっかけになったりと、ふたを開けてみて良いこともあった。 

・学年も合同で行事を行うことにより、選出委員が減ることによる負担の軽減につながるのでは。 

・委員のみでは手が足りないところは、ボランティアを募る。（当日の案内や指示役が必要なことが課題） 

・人が集まらなかった場合、活動はやらないことになるのか？その場合、予算に余剰が生じるが、余剰金の

扱いはどうするのか？ 

 ・アンケートを実施して声を聞いてみる必要があるのではないか。 

 

＜アンケートの内容案＞ 

◇必要だと思う活動は？ 

・活動：学年活動、広報紙の発行、一小まつり、自転車教室、学校行事の手伝い、地域の行事の手伝い。 

→PTA の活動内容を知っているかクイズのような項目を設けて、活動内容を紹介することとする。今後、

PTA 関連の手紙を読んでいただける方も増えるのでは。 

→高学年の児童にアンケートをとる。子供が必要と思っているものは保護者の協力の促進になり、やり

がいになる。保護者のアンケートに合わせて子供にヒアリングして回答してもらうのが良さそう。 

→保育園ではイベントに対しての明確な保護者のお手伝い内容だったが、PTA ではどの委員が自分の子

供のためになるかがわかりづらいので明確にすると良いかも。 

◇役員の選出方法 

・役員を半強制でなくしたら、実際にやるか？（複数回やってもよい、1 回くらいはやる、やれるかどうか

わからない、やるつもりはない） 

◇実施時期 

・10～11月頃。一小まつり等イベント後に実施し、冬季の早い時期に集計して来年度に繋げたい 

→行事後のアンケートで聞くのも良いのではないか。来年のお手伝いを協力していただけるか確認もで

きる。 

◇その他 

・アンケートは匿名回答。多数決で決めるわけではない前提を伝えた上で、現在の活動について意見を聞く。 

・クイズも交え、気軽に答えていただけるような内容にする方向とする。 
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4. 各委員会より報告 

Ⅰ－①学年委員 

      １年 7/3 行事内容のおたよりを配布 

       7/23 出欠票回収済、学年行事後アンケートの内容チェック完了（名取会長・副校長） 

       ２年    7/8 正盛堂にて注文品の受取 

       7/11 アンケート用のQRコード作成 

       7/16 学年行事の案内を生徒に配布 

       7/23 打ち合わせ 

       8/23 プレゼントラッピング 

３年    7/7 交通委員と協働開催決定 

       7/22 小林先生に記念品の確認 

       8/3 交通委員との打ち合わせ（ネットワークの不調により後日議事録確認） 

       8/21 正盛堂に文房具購入時の確認 

       8/23 交通委員・学年委員・担任で話し合い 

       ４年    7/5 担任の先生との打ち合わせ（寄贈品選定依頼） 

       ５年    7/23 田中先生より寄贈品の希望について回答を頂く 

        →夏休み明けに児童数を再確認し正盛堂にて購入予定 

       ６年  活動なし 

    あおぞら 活動なし 

 

②行事委員 

8/3 しゃぼんだま、シャボン玉アート体験会をグラウンドにて実施 

            8/31 第 5回行事委員会開催 リモート   各担当の進捗確認 運動会の手伝いについて 

 

一小祭り開催内容 11 月 2 日 13 時～15 時 

        晴天）しゃぼんだま、しゃぼんだまアート、ドッジボール、155 周年バルーンリリース 

        雨天）ミニ運動会 、しゃぼんだまアート、ドッジボール、バルーンはお土産 

           

③広報委員 

7/28  ふれあいコンサート取材 

 

④交通委員 

  7/19 本部会計から予算受領（うち市からの補助金の立替金４万円） 

  7/22～8/7 第１回自転車教室のお知らせ（児童出欠表）作成（副会長・会長・副校長確認） 

  8/3   第２回交通委員会（３役）開催 PTA室にて各担当進捗の確認 

  8/23 委員長・学年委員・副会長と３学年担任（小林先生、北島先生、斎藤先生）で顔合わせ。 

今後の予定や当日の流れなど情報共有。 

  8/11～27  ３学年保護者向け 自転車教室お手伝いのお知らせ作成（副会長・会長・副校長先生確認） 

  8/23 学校便り１０月号への自転車教室開催日時、掲載依頼  

  9/3   学校事務室、くるプレへ自転車教室開催日時のお知らせと、備品・設備の借用のお願い 

  9/4   第１回自転車教室のお知らせ（児童出欠表）印刷・配布 

     保護者向け 自転車教室お手伝いのお知らせ 印刷・後日配布予定 

  9/13 第３回交通委員会（３役・学年委員）開催予定  
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  9/20 第４回交通委員会（全体）開催予定 

 

⑤卒対委員 

   9/13 打ち合わせ 

             ・卒業記念品の検討 

             ・卒業を祝う会の内容について意見交換 

 

５. 地区委員より報告 

①しばさき会： 8/4資源回収、8/7定例会、8/18祭礼準備、8/24.25祭礼行事（山車巡業.子供会ゲーム等） 

8/26 祭礼後片付け、8/31 祭礼鉢洗い、9/19～30旗振り 

②八 幡 会：8/10.9/7 定例役員会、8/11.9/8 資源回収、9/8 納涼音頭大会片付け 

③協 和 会：8/24.25 諏訪祭り、9/1.24～30旗振り 

④東 部 会：活動なし 

⑤中 和 会：8/4.9/1 資源回収、8/18 祭り準備、8/23～25諏訪神社例大祭、9/16 敬老の日のお茶配布、 

9/29 ふれあいの集い（BBQ） 

⑥南 明 会：8/4.9/1 廃品回収、8/24 太鼓引き、9/2.19～30平日 旗振り 

⑦共 生 会：8/25 おみこし 

⑧南 親 会：8/23 お祭り準備（太鼓磨き）、8/24.25 子供会太鼓引き＆イベント 9/2.20～30 旗振り 

⑨北 町 会：活動なし 

⑩柴 中 会：8/24.25 諏訪神社例大祭参加、9/2.10.24～30 旗振り、9/8 資源回収 

⑪親 和 会：8/17.9/21 資源回収、8/18 お祭り準備（柴崎会館除草作業）、8/23 お祭り準備（神酒所 

設営）、8/24.25 お祭り（子ども神輿、大人神輿手伝い）、8/26 お祭り片付け、 

9/29 町民運動会打ち合わせ 

⑫柴 西 会：8/11 資源回収、8/18 祭り準備、8/24～26 祭り実施、9/1 祭り片付け、9/8 公園掃除、 

9/10 旗振り 

⑬柴 五 会：8/3.6.7.19じゃらん棒練習、8/4夏のお楽しみ会・花紙飾り付け・定例会、8/11資源回収・ 

公園清掃、8/23.24 夏祭り、8/25 諏訪神社例大祭神輿パレード（じゃらん棒） 

⑭柴 六 会：報告なし 

⑮柴 富士会：報告なし 

 

6． 今後の予定 

あいさつ運動 9月 17日（火）、10月 15日（火） 

次回運営委員会 11月 16  日（土）午後  

 

 

 

 

 

ご意見、お問い合わせは、以下のメールアドレスにご連絡ください 。 

PTA メールアドレス：tachikawa1pta@gmail.co 


